
第 24 回山形県緩和医療研究会ご案内 

第24回 当番世話人 守本 和弘 

 

本年も下記の通り研究会を開催する予定です。奮ってご参加頂きますようお願い申し上げます。 

平成26年9月吉日 

記 

日  時 ： 平成26 年9月 27日（土）     13:00～16:20 

会  場 ： 山形市保健センター（霞城セントラル 3階）（山形市城南町1丁目1番1号  TEL 023-647-2280 ） 

会  費 ： 500 円 （ 当日会場にて徴収 ：学生無料） 

 

話題提供:      「 がん疼痛治療について 」     塩野義製薬株式会社 

 

特別講演：    

座長  山形市立病院済生館 第二診療部長 守本 和弘 

「医療における意思決定支援 

－ACP からエンディングノートまで 」 

国立大学法人 旭川医科大学 緩和ケア診療部 副部長 

                       阿部 泰之  先生 

一般講演：                   座長  山形市立病院済生館 小野 桂  高橋 孝子                              

1.    「多職種連携を在宅ケアに生かす地域への新しい支援について」 

花楯やすらぎクリニック 三條 篤史 

2．  「がん緩和戦略研究OPTIM介入による地域診療所の変化」  

鶴岡市立荘内病院 外科 鈴木 聡 

3.    「緩和ケア病棟におけるせん妄患者の検討」 

三友堂病院緩和ケアサポートセンター 緩和ケア科 灘岡 壽英 

4.     「緩和的リハビリテーション～患者様を通じて感じること～」 

日本海総合病院 林 知明 

5.     「胃癌終末期患者の最期の希望を支える看護師の関わり」 

                        山形市立病院済生館 ６東 安部 朋子 

6.  「外来通院中から介入したがん患者の在宅療養支援の一例」 

      済生会山形済生病院 外来化学療法室 がん看護専門看護師 齋藤 智子 

7.  「エンゼルケアに対する看護師の意識と行動変化 ～ハイリスクご遺体のケアを通して～」 

          山形県立中央病院 看護部 蜂谷 博子 

      8.  「在宅療養を強く希望していた肺癌終末期患者の退院支援を通して学んだこと」 

                                          山形市立病院済生館 9西病棟 看護師 横山  恵美 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

共  催  山形県緩和医療研究会 山形県病院薬剤師会 塩野義製薬株式会社  

後 援  山形県医師会 山形県看護協会 （予定） 

事務局  山形大学医学部附属病院（山形市飯田西2－2－2）薬剤部内 大滝和幸 Tel ０２３－６２８－５８３１ FAX ０２３－６２８－５８２９ 

日本薬剤師研修センター認定研修（2単位）、日本病院薬剤師会がんに関する認定講習会（1.5単位）申請予定 

セミナー終了後、確認レポートの提出をお願い致します。 



                

第 24回 山形県緩和医療研究会  

 

 

日時：2014 年 9月 27 日（土） 13:00～  場所：山形市保健センター        

当番世話人  ：守本 和弘（山形市立病院済生館） 

開催テーマ ：「アドバンス・ケア・プランニングに関して」 

 

 

  話題提供 13:00～13:15    塩野義製薬株式会社                 

 

Ⅰ 開会挨拶 13:15～13:20    当番世話人 守本和弘（山形市立病院済生館 第二診療部長） 

 

Ⅱ 特別講演 13:20～14:30【70分】（講演 60分+ 質疑応答 10分） 

                       座長：守本和弘（山形市立病院済生館 第二診療部長） 

演題  ：『医療における意思決定支援－ACPからエンディングノートまで』 

演者   ：阿部 泰之 先生（旭川医科大学病院 緩和ケア診療部 副部長） 

（------------------------------------休憩 10分---------------------------------------------） 

Ⅲ 総会   14:40～14:45【5分】山形大学医学部器官機能統御学分野 教授 川前金幸 

 

Ⅳ 一般演題 14:45～16:15【90分（休憩込）】1人 7分＋質疑応答 3分             

座長：座長  山形市立病院済生館 小野 桂  高橋 孝子                

1.    「多職種連携を在宅ケアに生かす地域への新しい支援について」 

花楯やすらぎクリニック 三條 篤史 

2．  「がん緩和戦略研究 OPTIM介入による地域診療所の変化」  

鶴岡市立荘内病院 外科 鈴木 聡 

3.    「緩和ケア病棟におけるせん妄患者の検討」 

三友堂病院緩和ケアサポートセンター 緩和ケア科 灘岡 壽英 

4.     「緩和的リハビリテーション～患者様を通じて感じること～」 

日本海総合病院 林 知明                       

（------------------------------------休憩 10分---------------------------------------------） 

5.     「胃癌終末期患者の最期の希望を支える看護師の関わり」 

                        山形市立病院済生館 ６東 安部 朋子 

6.  「外来通院中から介入したがん患者の在宅療養支援の一例」 

      済生会山形済生病院 外来化学療法室 がん看護専門看護師 齋藤 智子 

7.  「エンゼルケアに対する看護師の意識と行動変化 ～ハイリスクご遺体のケアを通して～」 

          山形県立中央病院 看護部 蜂谷 博子 

8.  「在宅療養を強く希望していた肺癌終末期患者の退院支援を通して学んだこと」 

                                  山形市立病院済生館 9西病棟 看護師 横山  恵美                        

 

Ⅴ 閉会挨拶 16:15～16:20 次回当番世話人 栗谷先生（日本海病院 院長） 

 


